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〔学校部門 複数学年〕                                                    ［概要版報告書］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7213-012 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～  東京都多摩市立連光寺小学校  
 

所在地 東京都多摩市連光寺 対象河川名 多摩川・大栗川・乞田川 
対象学年 ４学年(68人)、５学年(68人) 主たる教科 総合的な学習の時間・社会・理科 

河川教育の目標 
多摩川の自然に関心をもって体験活動や問題解決学習を行うことを通して、課題追究の力を身に

付けるとともに、地域の自然への親しみや愛着を感じながら、自分達がどのように関わり、行動

することで持続可能な社会がつくられていくのかを考える。 

育成したい資質・

能力 

ア：多摩川の環境とわたしたちのくらしとのつながりを知る。イ：調べる方法を身につける。ウ：

自分のテーマを決めて、計画を立てて調べる。エ：自然の大切さについて自分の考えを持ち、思

いや考えを人に伝える。オ：水の流れや多摩川に関心をもつ。カ：協力して自然を守るために行

動する。 
学習活動の内容と成果 

＜内容＞・4月に学校周辺に降った雨をたどり多摩川に行き着いた。1学期はその河原で植物、野鳥、石、水の流れ、

水生生物などについて調査法を含めて専門家から教わる基礎講座を実施。2 学期は各自がテーマを決めて探究活動を

行い、その結果をもとに調べ学習でさらに探究を深め、国語の授業と絡めて多摩川に関するリーフレットを作成し学

年内で情報の共有を図り、多摩川を多面的に捉えた。・7月には自分たちが使った水の行へを追って南多摩水再生セン

ターと河口の大師河原干潟に行き、11 月には自分たちが使う水の源となる上流の御岳渓谷を見学した。・3 学期はこ

れまでの学習をもとに多摩川の現在の課題を捉え、SDGsとの関連も考えながら学習発表会で1年間の学びと多摩川

に関するメッセージを発表した。 
＜成果＞・ガサガサ体験、多摩川での調査活動、社会科・総合見学など、実際に見たり体験したりする活動が多く、

年間を通して意欲的に取り組むことができた。・多摩川の上流・中流・下流を見学することで多摩川を一つながりに捉

えること、そして多面的に見ることができるようになった。・課題設定→調査→ふりかえり→課題とPDCAサイクル

を意識して実践することで探究の方法が身についてきた。・タブレットを使ったポートフォリオを活用して、まとめや

発表資料の作成などを効率よく行い、情報共有をより充実したものとできた。 

学びの創意工夫点 

・年度の始めと終わりにルーブリックを用いて自己評価を行い、変容を自他共に可視化した。 
・タブレットを活用してｅポートフォリオを作成し、記録の積み重ねを容易にして児童の課題設

定や課題解決の力を発揮しやすくした。 ・思考ツールを使用することで、思いや考えがわかり

やすく可視化され、思考を整理・分類することができ、次のステップに進むことができるように

した。 ・SDGsと関連づけることで学びが身近な題材ではあるが、広がりのあるものであるこ

とを認識させることができ、さらに5年生の学習へのつなぎとなった。 
河川教育を通じて

見られた子どもの

変容 

・上記の育成したい資質・能力について、年度当初にとったアンケートと比べると年度末にとっ

た結果は全体的に肯定的な回答が増えている。3 年次からの積み上げも感じられる結果となって

いる。・野外での活動の方法も身についてきた。 
、支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
市民団体や専門家の方に現地や教室に何回も来ていただき、川の調べ方や生き物の事について

教えていたき、保護者や市民団体の方には活動の安全確保のための見守りをしていただいた。 

成果発表 

成果作品 発表方法 

・川新聞（夏休みの課題）、 
・生活・総合発表会でのプレゼン 
・多摩市マイクロプラスチック啓発動画へ協力 

 

・多摩市エコ・フェスタでの展示 

・保護者や地域のかたへ向けて発表 

・動画作成時に活動風景の撮影やインタビュ

ーなどで協力 

今後の課題・展開 

・調べたことをわかりやすくまとめることはできるが、そこからどのような事が考えられるか、これからどうしてい

きたいかなど、自分の考えをもつことに課題があった。 

・時間の制約があり、児童の思いや願いを実現するための活動を実施することができなかった。 

・熱中症対策などへの配慮から、活動を制限せざるを得ないことが前年にもまして増えてきた。 

・活動場所での治水関連の工事が集中して行われているため、河川敷の自然環境が著しく改変され、活動が制限され

てしまっている。フィールドの確保が今後の大きな課題となっている。 

様式12 
〔学校部門 複数学年〕                                                    ［概要版報告書］ 



助成番号 助成事業名 学校名 
2023-7213-012 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校     

所在地 東京都多摩市連光寺 対象河川名 多摩川・大栗川・乞田川 
対象学年 ４学年(68人)、５学年(68人) 主たる教科 総合的な学習の時間・社会・理科 

河川教育の目標 

○4年次の多摩川の学習をもとに、地域の雑木林や谷戸田、そこを流れる水路を含む里山での体験活

動、地域の方々との交流を通して、学び方を身につけ、地域の環境の良さや問題点に気付き、これか

らの自分と自然との関わりを考える。○川の源である森の大切さや水を通じた環境のつながりを意識

しながら活動する。○理科や社会科などの教科学習において、体験活動で得たものを活用し、実感の

ある知識となるようにする。 

育成したい資質・

能力 

ア：環境や社会の仕組みを理解する。 イ：学び方を身につける。 ウ：課題をつかみ、考え、

判断する。 エ：価値を見いだし、思いや考えを伝える。 オ：人・自然･社会に関心をもち、意

欲的に関わる。 カ：協力してよりよい社会をつくろうと行動する 
学習活動の内容と成果 

＜内容＞○里山プロジェクト：4 年生で活動してきた多摩川とのつながりを意識しながら地域の里山林で学習を行っ

た。谷戸田を主な活動場所として、米作りの各種作業を体験。谷戸田を潤す水の流れに注目することを意識した。ま

た、良好な水辺環境である谷戸田の保全活動を行っている方々に出会い、様々なことを教わり、調査を体験した。 
○理科：「川と河原の様子」「流れる水のはたらき」「流れる水と土地の変化」の単元では映像教材に実際の多摩川の写

真や洪水時の動画などを使い、身近な川の様子で学んだり、校庭で川をつくり流水実験を行ったりした。○社会科：

「生活と食料生産」「生活と森林」「生活と環境」などの単元で自然環境の中でも「水」について身近な例として多摩

川の学習をふりかえり、教材とした。 
＜成果＞○里山プロジェクト：連光寺の里山林は多摩川の水の源である事を改めて認識した。また、この水が谷戸田

を潤し、多くの生き物を育んでいることに気づいた。このような体験で気づいた事に基づき調べ学習を進めていく中

で、自然と人間の共生やよりよい関わりに向けての考察の視点をもった学習を行うことができた。○理科・社会：理

科の各単元では自然の仕組みや命の連続性を学ぶ際に里山での活動が教科を学び身につける力を高め、社会科の関連

単元では自然（特に森林）と人間のかかわりについて学ぶが、この学びが里山の学びの視野を広げるといった相乗効

果があった。 

学びの創意工夫点 

・年度の始めと終わりにルーブリックを用いて自己評価を行い、変容を自他共に可視化した。 
・タブレットを活用してｅポートフォリオを作成し、記録の積み重ねを容易にして児童の課題設

定や課題解決の力を育成した。・探究のテーマを自然と人間の関わりについての視点をもってい

くために、「食べる」「遊ぶ」「使う、つくる」「学ぶ」にグルーピングして進めた。・SDGsとの関

連を考えることで、学びへの肯定感、有用感を持てるようにした。 
＜4 年生とのつながり＞教科学習において、４年次の多摩川での学習をふりかえり想起させるよ

う促すことで、実感のある学びにつなげる事ができた。 

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容 

・ルーブリックの結果、どの項目についても自己評価の向上がみられた。様々な体験活動や調べ

学習そして人との出会いを通して、里山や自然の価値や人間との共生について考えてきた過程

で、問題解決能力や自己肯定感が向上してきたことが考えられる。・4年次と比べて、より抽象的

で概念的な事柄についても考察し言及することができるようになってきている。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 

都立桜ヶ丘公園サービスセンター、都立桜ヶ丘公園谷戸田ボランティア、林野庁森林総合研究

所高尾森林科学園、東京都動物園水族園協会イモリ保全チーム、パルテノン多摩学芸員の方々

に現地での調査活動や体験活動でサポートしていただいた。 

成果発表 

成果作品 発表方法 

「連光寺の里山」についての各自のテーマでの

プレゼンテーション資料の作成 

生活・総合発表会での発表 

 今後の課題・展開 「 

・天候、その他の影響で、例年ほどの野外での活動を行うことができなかった。今後もフィールドの状況が整わない

ことが考えられるので。対応が必要。・各自が捉えた今後の課題について理想的な手立てを考えることができた面もあ

るが、実現するところまでは遠い。まだ、自分事として考えられていないためと考えられる。この後は自分にできる

事を模索して実行に移して行く展開をしたい。 
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河川教育計画書【複数学年4年生】

1.助成事業名 川は自然の宝箱　～わたしたちと多摩川～ 　東京都多摩市立連光寺小学校

2.河川教育の目標
○多摩川の自然に関心をもって体験活動や問題解決学習を行うことを通して、課題追究の力を身に付ける。
○体験活動や問題解決学習を通して地域の自然への親しみや愛着をもち、自分達がどのように関わり、行動するか考えることができる。

3.育成したい資質・能力

4.学年／人数 　４年生　／　68名

5.単元構想

多摩川で「発見」やはてなを見つけよう

○谷戸田や地域の水の流れが多摩川につながることを調べ、自然の様子

や多摩川とのつながりを考える。 ○

多摩川での「川の観察」「ガサガサ」「バードウオッチング」などの共通体験を

通して、川の自然に慣れ親しみ、課題を設定する。

関連教科：総合：２７時間、国語：8時間、社会：１５時間、理

科：１４時間、道徳：2
64時間

○これからの多摩川がどうあって欲しいか、自分には何ができるかを考え、仲

間と話し合い,実践する。

関連教科：総合：２５時間、国語：１２時間、社会：１８時間、理

科：１７時間、道徳：4
76時間

関連教科：総合：１８時間、国語：20時間、社会：１６時間、

理科：１１時間、道徳：４
69時間

多摩川博士になろう 多摩川とわたしたち

川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～

○自分のテーマを決めて,追究する計画を立て、現地調査や資料などを活用し

て調べる。 ○調べてわかったことを作品にまとめる。また、調べたことから多

摩川の自然や自分たちの関わりについて考える。 ○まとめた作品をもとに調

べたことを発表する。

「連光寺に降っ

た雨はどこに行

くのだろう？流れ

をたどってみよ

う」

（6時間）

・川の流れをた

どる

・たどり着いた多

摩川で、春の多

摩川の観察を行

う。

「春の多摩川での活動」

（6時間）

・多摩川を知ろう。

・植物・野鳥の観察の方

法を知る。

「川の流れを感じよう」

（6時間）

・川の中に入り、生物の

観察や水の流れの体感

体験を行う。

・川での安全な活動を行

うための基本的なルール

を学ぶ。

・水質や石の観察も行い

様々な気づきを促す。

「川の中の生き物観察」（6
時間）

・ガサガサ体験

・水量などに応じて川流れ

体験

・河原の生き物の観察も行

う。

1学期の学習のまと

め

（3時間）

・各自の課題設定に

向けて興味・関心を

絞り込む

・山形県の高松小学

校に多摩川の紹介

をする。

夏休みの課題

・「川の新聞」作り

・自由研究

「課題を決めて調査活動の

準備をする」

（5時間）

・1学期の活動の振り返り

・自分の課題を決定する。

・現地に行って調べることを

計画する。

・必要なものを準備する。

まとめの活動

（7時間）

・各自の課題について、これ

までの活動の記録、本、イン

ターネットなどを使いまとめ

る。

・各自がまとめの作品を作る。

・学年内で発表会を行う。

社会科見学

・多摩川の上流（御岳渓

谷）を訪ね、体験活動を

行う。

・多摩川の上流、中流。

下流の様子を比べる。

水道キャラバン受講

自分達の飲み水はどこ

から来るのか？

社会科見学

・多摩川の河口の干潟 （大

師河原干潟館）を訪ね、体

験活動を行う。

・南多摩水再生センターの

見学を行う。

自分の使った水の行方を

まとめ・発表

（18時間）

・多摩川みらい会議

さらに学年全体でまとめを行い、多摩川についてみらいの多摩

川について想いを深め、自分たちにできることを考える。

・エコフェスタ、子どもシンポジウム、二分の一成人式など機会を

捉えて保護者や地域の方たちに向けて成果を発信する。

・生活・総合発表会で発表する

・機会を捉えて、川で活動している他校と交流して視野を広げる。

・自分達にできることを考えて、実行できることは行動する(ゴミ拾

い、ポスター貼り）また、自宅や学校での環境に配慮した行動が

生活ができるようになることを心がける。

・自分から進んで多摩川での体験や観察の活動に取り組んでいる。

・活動で感じたことを多角的にとらえ伝え合うことができる。

・活動で出会う様々な人と進んでかかわりながら学ぶことができる。

・自分が楽しく活動できたかを振り返ることができる。

・自分や友達の発見、追究に感動したり、共感したりすることができる。

・調べたことを自分なりにまとめることができる。

・相手に伝わるように、表現方法を工夫して、多摩川

を知らない山形の小学生に伝えることができる。

・体験を通して自分なりの疑問をもつことができる。

・話し合いを通して、新たな疑問をもつことができる。

・計画を立て、見通しをもちながら課題解決の準備が

できる。

・調べたことを自分なりにまとめることができる。

・相手にわかるように、表現方法を工夫して調べたことや自分の考え方を伝え

ることができる。

・自分が楽しく活動できたかを振り返ることができる。

・自分や友達の発見、追究に感動したり、共感したりすることができる。

・体験・まとめ活動を通して自分たちにできる事は何かを考えて行動につなげ

る事ができる。

・自分たちの使った水がどこ

に行くのかを思うことができ

る。

・川の上流から河口までの川

の様子の違いを感じることが

できる。

・上流、中流と河口では生息

する生き物が異なっているこ

と、川の周りの様子が異なっ

ていることに気づく。

・自分なりの課題をもち、調べ方を考え調査活動を行うことがで

きる。

・進んで質問したり、調べたりできる。

・調べたことやわかったことを友達同士で伝え合い情報の共有

化を図ることができる。

・1目の調査活動で出てきた課題をさらに追究することができる。

下水道キャラバンの受講

南多摩水再生センターの見学と

合わせて、自分たちの使った水

がどうなるのかを考える。多摩川

との関係を考える機会とする。

「多摩川での調査活動Ⅰ」

（5時間）

・各自の課題に沿った活動

を行う。

・各テーマ毎のグループに

まとまり活動する。

・テーマに合った支援の方

をできる限りついてもらえる

ようにする。

・活動後ふりかえりを行い

ポートフォリオを作成。タブ

レットにも保存。・次回の調査の計画を立

てる。

「多摩川での調査活動Ⅱ」

（8時間）

・前回の活動を振り返り、活

動の課題を明確にし、準備

をする。

・各テーマ毎のグループに

まとまり活動する。

・テーマに合った専門家に

支援いただく。

・次回の調査の計画を立

てる。

・活動後にふりかえりを行

いポートフォリオを作成。

各自のタブレットにも保存

する。

助成番号：２０２３－７２１３－０１２



河川教育 学習活動報告書 【複数学年４年生】

河川教育 学習活動報告書 【複数学年５年生】

1.助成事業名 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 学校名 東京都多摩市立連光寺小学校 助成番号 2023-7213- 012 
5.実際に行った単元構成 川は自然の宝箱 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 3 

学
習
活
動
の
結
果

多摩川で「発見」や「はてな」をみつけよう 多摩川博士になろう 多摩川とわたしたち 

○自分のテーマを決めて,追究する計画を立て、現地調査や資料などを活

用して調べる。  ○調べてわかったことを作品にまとめる。また、調べ

たことから多摩川の自然や自分たちの関わりについて考える。  ○まと

めた作品をもとに調べたことを発表する。  

○これからの多摩川がどうあって欲しいか、自分には

何ができるかを考え、仲間と話し合い,実践する。 

○谷戸田や地域の水の流れが多摩川につながることを調べ、自然の様子

や多摩川とのつながりを考える。 ○多摩川での「川の観察」「ガサガサ」

「バードウオッチング」などの共通体験を通して、川の自然に慣れ親しみ、

課題を設定する。 

関連教科：総合学習 26 時間、理科 14 時間、社会 15 時間、国語 8 時間

6. 得られた成果

年度当初と終わりに取ったアンケートから児童の変容を読み取った。多摩川を大テーマにした探究学習を

通して評価規準にあげた育成したい資質・能力は多くの児童で向上したと評価された。実際に児童の活動の様

子を見ていても、多摩川の学習への関心度は 1 年間を通じて下がることはなく、多くの児童が興味をもって

主体的に学習を続けていた。ひとりひとりがその子なりに進んで活動に参加して、粘り強く探究し、わかった

ことをまとめ、発信する姿が多く見られた。

7. 河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果

 多摩川に関する興味関心が下がることなく、多くの児童が活動に意欲的に取り組めたのは、実際に体験したり、観察し

たりする活動が多いことが関係あるのではないかと考える。様々な活動を現場に行って繰り返し行うことは、児童の主

体的な活動の原動力となる。

 川には多様な切り口があり、総合的な学習だけでなく、多くの教科の学習にも容易に関連づけることができる。また川

は多くの人をつなぐ出会いの場ともなっており、児童の五感、心身を刺激する教材の宝箱ということができる。

課題別調査体験

Ⅱ（８）

・これまでの学習
でわかったこと
やさらに調べた
いことを整理し
て、次の調査計画
をたてる。
・課題毎にグルー
プで調査を行う。
・調査でわかった
ことをまとめ、仲
間と情報を共有
し、考えを深め
る。

多摩川みらい会議
を開く （１０）
・これからの多摩川
がどうなってほしい
か、自分たちはどの
ようにかかわりたい
かはなしあい、発表
会に向けて準備す
る。

・SDGs との関連を

考えて、発表資料を

作成。

流れをたどっ

てみようⅠ（8） 
・多摩川の赤ち
ゃん探し。学校
近くの湧水か
ら地域の流れ
をたどり多摩
川とつながる
ことをたしか
める。

・地域の水の流
れ。桜ヶ丘公園
～水車公園

流れをたどって

みようⅡ＆川の

生き物観察共通

体験Ⅰ（5） 
・水車公園～乞田
川と大栗川合流
点～多摩川まで
をたどる。
多摩川河川敷で
春の多摩川の観
察
・川の調べ方を教
わりながら、様々
な生き物とであ
い、川のことを知
る。特に植物と
石、野鳥につい
て。
・ふりかえりで発
見や疑問や考え
をまとめ、気づき
を共有して、次に
つなぐ。

課題別調査体験

Ⅰ（１０）

・探究するテー
マを決める
・自分の課題を
追究するための
調査の計画を立
てる。
・課題毎にグル
ープで調査を行
う。
・調査でわかっ
たことをまとめ、
仲間と情報を交
換してあらたな
課題を立てて次
回の調査にむけ
て考える、準備す
る。

発表会を開く
Ⅰ （６）
・まとめ作品を
もとにクラス、
学年での発表
を行なう。

・自分の考えを
発表しあい、友
達の意見を聞
くことで考え
を広げたり、深
めたりする。

下流見学（６） 
・多摩川の下流
域、大師河原干
潟館に行き、河
口干潟を見学
・自分たちが使
った水が処理
される、南多摩
水再生センタ
ーの見学

発 表 会 を 開 く 
（４）
・生活科・総合的
な時間の学習発表
会として、他学年
の児童、保護者に
向けて発表する。

・発表会をふりか

えり１年間のまと

めと考えをまとめ

る。

社会科：「風水害から
人々を守る」台風 19
号の時の多摩川の氾
濫の様子や過去の水
害から学び、多摩川の
未来についてさらに
考えを深める。

調べ学習・まとめの活動 
（１０）

・これまでの学習でわか
ったことやさらに調べ
たいことを整理し、図書
資料、インターネット資
料、専門家に聞くなどし
てさらに追究する。
・まとめの作品づくりを
おこなう。

東京都下水道局による

下水道キャラバン受講

上流見学（８）
多摩川の上流域として、
御岳渓谷を見学。

・御岳山ロックガーデ

ンにてこれまでの自分

のテーマの調査活動を

行う。

関連教科：総合学習 31 時間、理科 17 時間、社会 18 時間、国語 12 時間 関連教科：総合学習 14 時間、理科 11 時間、社会 16 時間、国語 20 時間

川の生き物観察

共通体験Ⅱ（８） 
・川原の観察、ガ
サガサ体験を行
い、多摩川の生き
物、環境の調べ方
を教わり、発見、
疑問を見つける。 
・ふりかえりを
行い、疑問や調べ
たいことの整理
を行い、各自の課
題を決定する。

東京都水道局による

水道キャラバン受講
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動

河川教育計画書【複数学年5年生】

1.助成事業名 　川は自然の宝箱　～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

2.河川教育の目標
○4年次の多摩川の学習をもとに、地域の雑木林や谷戸田、そこを流れる水路を含む里山での体験活動、地域の方々との交流を通して、学び方を身につけ、地域の環境の良さや問題点に気付き、これからの自分と自然との関わりを考える。○川の源である
森の大切さや水を通じた環境のつながりを意識しながら活動する。○理科や社会科などの教科学習の中で体験活動で得たものを活用し、実感のある知識となるようにする。

3.育成したい資質・能力 ア：環境や社会の仕組みを理解する。　イ：学び方を身につける。　ウ：課題をつかみ、考え、判断する。　エ：価値を見いだし、思いや考えを伝える。　オ：人・自然･社会に関心をもち、意欲的に関わる。　カ：協力してよりよい社会をつくろうと行動する。

4.学年／人数 ５年生　／　68名

5.単元構想

連光寺里山調査隊

都立桜ヶ丘公園の雑木林や竹林、谷戸田での環境保全の活動（米作り、

タケノコ掘り、イモリ調査など）や動植物を調べる活動を通して、地域の

自然の価値について考え、自分のテーマを探る。

関連教科：総合：２２時間、国語：４、社会：5、理科：32時間、道

徳：4時間
67時間

自分のテーマに沿って調べたことや考えたことを作品にまとめ、発表

会を開いて交流し、里山と生き物のつながりや森の役割などについて

考え、自然とわたしたちの生活の関わりについて考えを深める。

自分たちの考えや想いを保護者や地域の方々に発信る。これま

での里山での活動や、炭焼き体験から森と人のつながりを考え、

現代の地球環境の課題を見つめ、自分たちにできる事は何かを

考え、行動につなげる。

関連教科：総合２６時間、国語10時間、社会：20時間、理科：12

時間、道徳：2時間
70時間

関連教科：総合２２時間、国語7時間、社会：17時間、

理科：4時間、道徳4時間
54時間

SATOYAMA博士になろう SATOYAMSAから未来を考えよう

単元名： 「連光寺SATOYAMAプロジェクト」

谷戸田

・田んぼの観察

・稲刈り

・脱穀

・籾すり、精米

・収穫祭

・森へようこそ

～森の中の水を探せ～

森の中を歩き回り、湿っ

たところや水のたまって

いるところを探し出す。

地域の里山について知

る。

谷戸田・田起こし

作業を通して谷戸の自然を体感する。

・田植え

作業を通じ田んぼにとっての水の重要

性を感じる。

・稲の生長と田んぼの生き物観察

まとめの活動

・各自の課題について、これまでの活動の記録、

本、インターネットなどを使いまとめ、作品にする。

・発表会を行う。

・市内外の他校と交流しお互いの学習成果を発

表し合う。

・いろいろな森と地域を知り視野を広げる。

まとめ・発表

・さらに全体でまとめを行い、地域の自然についての考え

を深める。

・地域の環境に関する提言書を作成し、実行が可能なこと

は行動につなげる。

森を知る①～

桜ヶ丘公園おの自然を

探索し、様々な気付き

を積み重ねる。

社会科・わたしたちの生活と森林： 多

摩川源流の水源涵養林について学ぶ

・環境を守る：様々な環境を守る活動を

学ぶ。

・自然災害：自然と人間の生活との間の

問題を考える。多摩川の洪水ハザード

マップなどを用い身近な問題として防災

について考える。

過去の人々がどのように自然と関わって

きたのかを里山での生活の知恵から学

び、現代の地球環境の課題を解決する

森を知る③④（８時間）

個人ごとのテーマを設定し、追究する。

・各自の課題に沿った活動を行う。

・各テーマ毎のグループにまとまり活動する。

・テーマに合った支援の方をできる限りついてもらえるよ

うにする。

理科

・命のつながり

植物のつくり、生命の連

続。

・メダカの誕生

森の恵みⅠ

タケノコ掘り

竹林管理の一貫

として桜ヶ丘公園

の竹林で、タケノ

コ掘りをする。

地域の方にも手

伝ってもらいなが

ら行う。

・里山について

のイメージマッ

プの作成。

・調べてみよう

里山ってどん

なところ？

森の恵みⅡ

炭焼き

竹林管理の一貫としての竹の伐採と

その竹を利用した炭作り体験。

6年生でのエネルギー環境問題へと

つなげていく。

・里山についての

イメージマップの

作成。

・春に書いたイ

メージマップと比

較する。

森の見方・さわり

方

都立桜ヶ丘公園を

探索して、普段見

過ごしてきた様々

な生き物や里山の

営みの痕跡を発見

し気づく。

森を知る②

イモリの研究、保全活動

を行っている方々からイ

モリ調査について現場で

体験しながら教えていた

だく。 谷戸田の水生生

物についても調査しなが

らイモリの保全について

さらには里山の水環境に

ついて考える機会を得る。

理科

・天気と情報： 台風による河川の増

水とその被害などについて、多摩川

の増水時の様子を観察する。

・流れる水の働き）：4年生の多摩川

での学習時の石や流れの様子を教

材として用いる。

・自分から進んで体験や観

察の活動に取り組んでいる。

・活動で感じたことを多角的

にとらえ伝え合うことができ

る。

・活動で出会う様々な人と

進んでかかわりながら学ぶ

ことができる。

・自分が楽しく活動できたか

を振り返ることができる。

・自分や友達の発見、追究

に感動したり、共感したりす

ることができる。

・体験を通して自分なり

の疑問をもつことがで

きる。

・話し合いを通して、新

たな疑問をもつことが

できる。

・計画を立て、見通しを

もちながら課題解決の

準備ができる。

・持続可能な社会を支え

るために、人と自然の共

生について、自分なりの

考えを持つことができる。

・自分ができることは何

かを考えて、行動につな

げることができる。

・自分なりの課題をもち、調

べ方を考え調査活動を行う

ことができる。

・進んで質問したり、調べ

たりできる。

・調べたことやわかったこと

を友達同士で伝え合い情

報の共有化を図ることがで

きる。

・教科の学習で得た知識を実際の

フィールドで体験したことと結びつ

けて考えることができる。

・体験を通して様々な問題を自分

事としてとらえることができるよう

になる。

・環境に配慮した行動がとれるよ

うになる。

・自分から進んで体験や観

察の活動に取り組んでいる。

・体験したことや調べてわ

かったことをワークシートな

どにわかりやすくまとめる事

ができる。 ・

活動で出会う様々な人と進

んでかかわりながら学ぶこと

ができる。

・谷戸の水辺の自然の豊か

さと人とのかかわりに気づく

ことができる。

・自分から進んで体験や観察の

活動に取り組んでいる。

・活動で感じたことを多角的にと

らえ伝え合うことができる。

・活動で出会う様々な人と進ん

でかかわりながら学ぶことがで

きる。

・谷戸の水辺の自然の豊かさに

気づくことができる。

・調べたことを自分なりにまと

めることができる。

・相手にわかるように、表現方

法を工夫して調べたことや自

分の考え方を伝えることがで

きる。

・自分が楽しく活動できたかを

振り返ることができる。

・自分や友達の発見、追究に

感動したり、共感したりするこ

とができる。

・教科の学習で得た知識を実際のフィー

ルドで体験したことと結びつけて考えるこ

とができる。

・4年生で学んだ多摩川

の生き物の生態や命の

つながりを思い出しな

がら学習する。

・メダカの飼育について

は、多摩川で捕まえた

魚を飼育しているので、

川魚の繁殖も併せて観

察することができる。

・春に書いたイメージ

マップと1年間の学習

を終えて書いたマップ

を比較して、自己の

成長に気づき自尊感

情を高めることができ

る。

・自分たちで川の流れをつくり川の

流れのはたらきについて考える。

・体験したことや調査結

果をポートフォリオとして

積み重ねていくことがで

きる。

・これまでポートフォリオ

に残してきた情報を活用

することができる。

助成番号：２０２３－７２１３－０１２



1.助成事業名 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 学校名 東京都多摩市立連光寺小学校 助成番号 2023-7213- 012 
5.実際に行った単元構成 連光寺 SATOYAMA プロジェクト 
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関連教科：総合学習 22 時間、理科 32 時間、社会 5 時間、国語 4 時間

6. 得られた成果

年度の初めと終わりに取ったアンケートの読み取りから、4 年次にできていたことの上にさらに主体的な学

びに必要な資質・能力の向上を図れたと考えられた。天候やフィールドの都合で野外での活動が思うようにで

きないこともあったが、保全活動を行っている方々と活動を共にすることで環境に対する見方や考え方が広

がり、単なる生物のへの興味だけではなく人と自然の共生へと探究が深まった。

4 年次から繰り返し行ってきた身近な連光寺地域の豊かな自然環境を活かした探究活動のプロセス体験は、

環境に対する見方や考え方も自分事として捉えやすくし、SDGｓと関連づけて地球規模の視野をもって考え

たことで、視野が広がり、未来を切り拓く力をつけるための一助となったと考える。

7. 河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果

・教科の学習（理科・社会）においては、4 年次の多摩川での学習が児童の原体験となっており、学習時に多摩川の現地で

の様子を思い出させると、ビデオや写真などの映像資料では得られない、実感を伴った深い理解を得ることができた。

・里山において、「水」は環境要因として重要なものである。「水」は、自然と人の共生の場である里山を考えた時に欠く

ことのできない要素である事を 4 年次の学習から無意識のうちに理解しているようで、テーマ設定の場面や調べ学習、ま

とめの場面で「水」について言及する場面がたびたび見受けられた。

連光寺里山調査隊 SATOYAMAから未来を考えよう SATOYAMA 博士になろう 連光寺から「水」を考える 

理科の流れる水のはたらきと土地の変化を中

心に、水のもつ多様な側面に気づき、水につい

ての見方・考え方をふやすとともに、水循環の

概念の形成を促し思考を深める。

体験活動を通して里山に対して関心を持つ。里山について自分

のイメージを持ち、追求していく課題を意識する。４年次の多

摩川での学習経験から、雑木林が育む「水」について気づくこ

とをねらいながら活動する。

１学期の里山での共通体験から、自分が深く知りたいテーマを設定

し、追求する。谷戸田での農作業体験や観察、地域の人々との交流を

通して地域の自然の価値に気づき、これからの自然とのかかわりを考

える。特に谷戸田は水辺環境として良好な自然が残されている場所で

あることから、４年生の河川学習を元にさらに学習を深める。

・調査したり、資料で調べたりしたことをもとにまとめの作品を

作成し、保護者、地域の方々に発信し交流する。交流を通して考

えを深める。・１年間を振り返り、地域の里山の価値に気付き、人

と自然の共生について考え、自分なりの意見を持つ。

関連教科：総合（２）、理科（８）

・里山と出会う 

～森の恵み～ 

近くの竹林で、

保全の活動の

一環としてのタ

ケノコ掘り体

験。 

谷戸田での活動 

・田起こし 

作業を通して谷戸

の自然を体感する。 

・田植え 

作業を通じ田んぼ

にとっての水の重

要性を感じる。 

・稲の生長と田んぼ

の生き物観察 

良好な水辺環境と

しての谷戸田を感じ

る。 

・活動しているボラ

ンティアの方がたと

出会う。 

理科 

・天気と情報：台

風による河川の

増水とその被害

などについて、

多摩川の増水

時の様子を教

材にする。 

集団宿泊 

八ヶ岳で林業体

験として間伐作

業を行う。 

谷戸田（６時

間） 

・田んぼの観

察 

・稲刈り 

森を調べる 

各自が課題を設定

し、追求する活動。 

「食べる」 

「遊ぶ」 

「使う・つくる」 

「学ぶ」 

4 つのカテゴリーで

各自のテーマをグ

ループ分けして調

べる 

・各自の課題に沿

った活動を行う。 

社会科 
・私たちの生活と森

林：多摩川源流の水

源涵養林について学

ぶ。 

・環境をまもる：様々

な環境を守る活動を

学ぶ。 

・自然災害：自然と

人間の生活との間

の問題を考える。多

摩川の洪水ハザード

マップなどを用い身

近な問題として防災

をかんがえる。 

理科 

「流れる水の働きと土地の変

化」の単元を中心に、「水循環

の概念の形成に着目した環境

教育プログラム」の実践を行

う。 

・４年次の多摩川での学習を振

り返り石や流れの様子を考え

る。 

・校庭で流れを作り観察する。 

・ビデオ教材やプロジェクト

WET の体験教材「驚異の旅」な

どをもちいて「水の循環」の概

念を意識できる授業を構築。 

・里山の竹林整備の一環としての竹の伐採

を体験。伐採した竹を炭にして利用するため

の準備をする。 

里山の人々の営

み 炭焼き体験 

☆伐採した竹を

材料にして、伏せ

焼きによる炭づく

りを体験する。 

☆「森林教室」で

お話しを聞く。 

・里山と人の生活

との関わりを考え

る。 

・循環型社会を考

える 

 エネルギー、

水、炭素、などの

循環について学

ぶ。 

まとめの活動 

・各自の課題に

ついてこれまで

の活動の記録、

本、インターネッ

トなどを使って

まとめ、作品を

つくる。 

・生活・総合発

表会で発表 

関連教科：総合学習 26 時間、理科 4 時間、社会 5 時間、国語 10 時間
関連教科：総合学習 22 時間、理科 4 時間、社会 17 時間、国語 7 時間

谷戸田（６時間） 

・田んぼの観察 

・脱穀 

・籾すり、精米 

森を知る探究

活動 Ⅱ 

谷戸田の生き

物について 

保全活動を行

っている方々

の話を聞き、 

自分たちにで

きる事を考え

る。 

森を知る探究活動Ⅰ 

谷戸田の生き物につ

いて知る。 

水辺の生き物の保全

活動を行っている専門

家の方々に出会う。 

・わかったこと、疑問に

思ったことを交流し、

考えを深め、課題を設

定する。 



様式16 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7213-012 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

学習活動名：川たどり  

日 付 ：2023/4/12 
見られた子どもの姿：

学校の近くの公園には水がたくさんある。それをたどって

いくと大きな流れになり、最後は多摩川にたどり着いた。

＜子どもの気づき＞

普段見ている流れだけど、これは多摩川の赤ちゃんだった

んだね。学校のまわりには川の赤ちゃんがたくさんある。

学習活動名：水道キャラバン

日 付 ：2023/5/29 
見られた子どもの姿：

 東京都水道局の出前授業。社会科の勉強と多摩川の学習が

リンクする場面。自分たちの飲み水がどこからやってくるの

か？ 「水源涵養林」「水の循環」などのキーワードが出てく

る。

＜子どもの気づき＞

普段何気なく使っている水道水もたくさんの人の手によっ

て運ばれてくるんだな。 多摩川の水は飲めるんだ！

学習活動名：下水道キャラバン（出前授業）

日 付 ：2023/6/19 
見られた子どもの姿：

今年は7月の南多摩水再生センター見学の前に出前授業 
を受講。実際に見学する前に、自分たちが使った水の行方

を考えることができた。水循環のことを意識したり、

過去の汚い多摩川をきれいにしたのが下水道の整備だっ

たことなどを学んだ。



様式16 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7213-012 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

学習活動名：1回目の社会科見学 （南多摩水再生センター

見学）

日 付 ：2023/7/4 
見られた子どもの姿：

自分たちが使った水はどうなるのか？

朝自分たちが使った水が流れ込む南多摩水再生センター

を見学。朝自分が流した水が数十時間後には様々な処理

を経て多摩川に放流される。この水再生センターは放流

されるところを見学できるのがよいところ。この放流点

のすぐ上流が活動場所となる。

＜子どもの気づき＞ 

  自分が使った水が多摩川に流れ込むことを目の当たり

にしてびっくり。流す水にも気をつけないといけない。 

学習活動名：社会科見学1回目 （河口干潟） 
日 付 ：2023/7/4 
見られた子どもの姿：

 自分たちが使った水が水再生センターを経て下流に流れ

ていき、最後に東京湾にたどり着く。学校近くの川の赤ちゃ

んから始まって多摩川河口大師河原干潟までの水の旅。バス

の車窓から刻々と変わっていく川の様子を見学していく。海

まであと少しの場所は周りの様子も違い新鮮な驚きがたく

さんあり、たくさんのカニと出会えた水の旅。

＜子どもの気づき＞

 たくさんのカニが出迎えてくれて、びっくり！

水のにおい、手ざわり、生き物、地面の様子など全てがちう。

学習活動名：テーマ別の探究活動

日 付 ：2023/10/4,11,17 
見られた子どもの姿：

1 学期に共通体験した川の様子から各自が追究したいテ

ーマを決めて探究活動を行う。テーマは水質、水の流れ、

野鳥、石、魚、植物、ゴミ、動物、歴史、橋など。現地で

の活動は 2 回。雨天の日は専門家をゲストティーチャー

として教室に迎えてレクチャーしてもっらったり、活動

計画のアドバイスをもらったりした。

＜子どもの気づき＞

 思っていたのとは違う事が起こったり、道具がうまく使え

なかったりと悪戦苦闘。しかし、粘り強く活動していた。

化石を発見したり、珍しい植物を見つけたり、思わぬ発見も。 



様式16 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7213-012 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

学習活動名：探究活動

日 付 ：2023/９～10月 
見られた子どもの姿：

 活動を支えてくれるのは、多摩水辺の楽校の方々や地域の

専門家の方たちだ。そして、保護者の方々も見守りにきてく

れる。

＜子どもの気づき＞

何回も来てくれるので、すっかり顔なじみに。ニックネーム

で呼びかけるまでに。

学習活動名：社会科見学第2回目 （御岳渓谷） 
日 付 ：2023/11/24 
見られた子どもの姿：

多摩川の上流の様子を見学するために、御岳渓谷のロッ

クガーデン付近を探索した。中流での活動を支援してくれ

た宮田さんをガイドに迎え御岳の水と多摩川のことを聞き

ながらの見学。上流の様子はこれまでの多摩川とはまった

く違い、大きな岩や川幅の狭さなど違いを発見。。

＜子どもの気づき＞

渓流の水は冷たく、きれいに見えた。しかし水質を調べてい

た児童が必ずしもきれいとは言えないポイントを検出した。 

学習活動名：生活・総合発表会

日 付 ：2024/2/17 
見られた子どもの姿：

 全校で行う生活・総合発表会。保護者、地域の方々、活動

を支えてくれた多摩水辺の楽校の方々や地域の専門家の方

たちを招いて発表会を行った。

12月から各自のまとめを行い、その後グループ、クラス、

学年と話し合いを通して情報共有を行い、多摩川についての

考えを深めてた。

＜子どもの気づき＞

 多摩川を今のまま、色々な生き物がすむきれいな川であっ

て欲しい。

自分にもできる事をやっていきたい。 

写   真

写   真

写   真



様式16 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7213-012 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

学習活動名：谷戸田で田起し、田植え

日 付 ：2023/5/30 
見られた子どもの姿：

初めて谷戸田に入った児童も多いため、最初は戸惑ってい

た児童もしばらくするとなれてきて、泥の感触を味わって

いた。田起しでは全身泥だらけになる児童も。

泥田の中には、ケラやタイコウチ、ドジョウなどのいきも

のがいた。

＜子どもの気づき＞

最初はいやだったけど、泥の中に入ってみると楽しくなっ

てしまった。珍しい生き物もいて、もっと知りたくなった。 

学習活動名：5年 谷戸田の水生生物調査 
日 付 ：2023/7/12 
見られた子どもの姿：

春から活動している谷戸田は 1 年中田んぼに水が張って

ある冬水田んぼ。景観保全のため再生した都立公園内の田

んぼは色々な生き物にとって良好な生息環境となっている。

ここで水生生物の保全活動を行っている動物園水族館協会

の方たちに関わってもらっている。

＜子どもの気づき＞

 「里山の生き物は水がないと生きていけない。」「谷戸田の

水が涸れるとたいへんだ」と気づいた子どもがつぶやいた。 

学習活動名：5年生理科 流れる水のはたらきと土地の変化 
日 付 ：2023/10/6 
見られた子どもの姿：

水の流れをつくって水のはたらきを調べる授業。実際に校

庭の土を掘って川をつくる。4 年次に御岳渓谷に行ったとき

のことや河口の干潟の様子を思い出すように声がけすると

思い出しながら活き活きと活動していた。

＜子どもの気づき＞

土を掘り始めたら、4年生の時の多摩川の様子を思い出して、 
いつの間にか立派な川があちらこちらにできていた。実際の

川は確かにこんな風になっていたよね？！

写   真

写   真

写   真



様式16 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7213-013 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

学習活動名：炭焼き体験活動

日 付 ：2024/1/30-31 
見られた子どもの姿：

 炭焼き体験時の午後に森林教室を実施。森林総合研究所の

大石先生には昨年同様、森林の仕組み、特に物質循環につい

てお話しをしていただいた。水を含む様々なものが循環して

いることを野外で実物を前に語っていただきました。難しい

お話しでしたが、とても集中して聞いていた。

＜子どもの気づき＞

里山の生き物はつながり合って生きている。どれも欠くこと

のできない存在だ。

学習活動名：生活・総合発表会

日 付 ：2023/2/17 
見られた子どもの姿：

 この日に向けてこれまでの 1 年間の活動を振り返ってまと

めをした。「里山」をひもとくために、大きく分けて「食べる」

「遊ぶ」「使う、つくる」「学ぶ」の観点から里山と人間の関

わりを考えた。「4年生の時からタブレットを使いこなしてき

ている子どもたちのプレゼンテーションはみごと。

＜子どもの気づき＞

・この地域の生き物は全部繋がっている。

・自然の恵みがたくさんある。持続可能な利用をするには？

・地域への愛着とその基盤となっているものへの洞察がう

かがえる発表が多数あった。

学習活動名：SDGｓとの関連づけ 
日 付 ：2023/4～ 
見られた子どもの姿：

生活・総合発表会では全校的な取り組みとして、学年の発

達段階に応じて、それぞれの活動が SDGｓとどのような

関連があるかを意識させるようにした。

 このように意識付けすることで、視野が広がり、自分が持

続可能な社会をつくっていくことにかかわっていること

を自覚することができ、自己肯定感を育むことが期待され

る。

写   真

写   真

写   真









































































































































































































様式１７ 

〔学校部門〕 ［実施箇所位置図］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7213-012 川は自然の宝箱 ～わたしたちと多摩川～ 東京都多摩市立連光寺小学校

助

成

事

業

の

主

な

実

施

箇

所

主な実施箇所 ・多摩川流域、学校周辺の里山緑地  ・多摩川上流、河口干潟

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。

  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
※活動場所が「子どもの水辺」、「水辺の楽校」に指定されている場合には、指定場所と名称を記載してくださ

い。

4年生： 
川の探究活動場所

５年生：

里山の探究活動場所
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